


◆地域の状況

○ 日野市、八王子市は東京都心（都庁）から西へ30～40ｋｍに位置している。

○ 八王子市は東京都多摩地域の中で最も人口が多い市であり、日野市、八王子市ともに近年も人口が増加している地域
である。

○ 国道２０号は、東西方向の主要な幹線道路として圏央道高尾山ＩＣや中央道八王子ＩＣへアクセスし、物流の重要な役割
を担っている。

[人口/世帯/人口密度※] 住民基本台帳 (平成28年1月1日現在)
※人口密度は、人口及び面積から算出

[高齢化率※] 住民基本台帳 (平成28年1月1日現在)
※人口総数と65歳以上人口より算出

[面積・可住地面積] 統計でみる市区町村のすがた2016（平成28年）
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・人口 ：７４.５万人（約３４.５万世帯）

・面積 ：２１３．９３km2

・人口密度 ：３，４８５人／km2

・可住地面積：１３３．０６km2

・高齢化率 ： ２４．７％

東京都

日野市八王子市

第１次産業
2,060人
1％

●日野市・八王子市の産業別就業構成
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第２次産業
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21％

第３次産業
235,236人

78％

[産業別就業者構成] 平成22年度国勢調査

東京都全体における
第３次産業人口の割合

82％
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◆路線周辺の交通状況
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主要渋滞箇所（交差点）
主要渋滞箇所（区 間）
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⾼速道路
直轄国道
補助国道
市役所

箇所名
⼋王⼦南バイパス ⽇野バイパス(延伸)Ⅱ期 ⽇野バイパス(延伸)

開通済 事業中 対象区間 事業中

都計 Ｈ9 Ｈ27 Ｈ2

計画 幅員２２ ４４．２ｍ（４⾞線） 幅員２８ ６０ｍ（４⾞線） 幅員２８ ４８ｍ（４⾞線）

現状 ４⾞線 － ー ー

延⻑ 2.6km 7.0km 1.5km 3.8km
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7,801 4,615

0

5,000

10,000・日野市は東京都内で付加価値額第１位、

製造品出荷額第２位と有力な工業集積地。

（図5）

・３事業整備後、物流の効率化により、

日野市が目指す産業、商業等の立地

を支援。

・「東京医大八王子医療センター」は、南多摩

医療圏144万人の第三次救急医療施設。（図7）
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現況エリア
60分カバー人口

125万人(87%)

３事業整備後エリア
60分カバー人口

144万人(100%)

現 況

３事業整備後

【凡例】60分圏域

２事業整備後

２事業整備後エリア
60分カバー人口

132万人(92%)

図6 精密機械工場の物流輸送の現状
出典：精密機械工場企業ヒアリングより

・当該区間は国道20号全線（23区除く）で

渋滞損失時間がワースト第1位。

（73万人時間/年・km）（図3）

・混雑時には高倉町西～八幡町区間の旅行

速度が18km/hになっているなど上下線とも

著しい渋滞が発生。（図3）

・通過交通が約３割であり、地域内に用のない

通過交通の排除が喫緊の課題。（図4）

・通過交通を排除するために、順次バイパス

事業を進めているが、平成27年12月に

都市計画変更した当該区間はバイパス整備

のミッシングリンク区間。

・起終点：東京都日野市西平山三丁目

～東京都八王子市北野町

・延長等：1.5km

（第4種1級、4車線、設計速度60㎞/h）

・全体事業費：約300億円

・計画交通量：約24,700～約42,800台/日

・製品は、国道20号・高速道路等を介して横浜港

から世界中へ出荷。（図6）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

・交通渋滞の緩和により、工業集積地の物流生産性を向上

・救急搬送時における高度医療施設への速達性が向上

３．整備効果

③高度医療施設への救急搬送能力が低下

乗用車 小型貨物 普通貨物

約16,000台/日

～約27,100台/日

約2,300台/日

～約4,100台/日

約6,400台/日

～約11,600台/日
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広域図
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・３事業整備後、救急搬送の速達性の

向上が期待。(図7)
【八王子市交通マスタープラン(H27.3)に位置付け】

効果３ 救急搬送能力の向上[◎] 南多摩医療圏における東京医大八王子医療センター

への所要時間60分カバー人口

現況：125万人（87％） 整備後：144万人（100％）
※人口はＨ２２国勢調査

【第5次日野市基本構想・基本計画 (H28.3) に位置付け】

効果２ 工業集積地の物流生産性の向上［◎］

効果１ 著しい渋滞の緩和[◎]

②交通混雑により物流出荷能力が低下

・日野市にある平山工業団地には、精密機械

工場があり、大田区や横浜港から精密部品

を搬入、高付加価値の製品 （医療MRI等）を

生産。 （図6） 出典：精密機械工場企業ヒアリングより

・国道20号の渋滞により、救急搬送時の速達性

が阻害され救急搬送能力が低下。

出典：東京医科大学八王子医療センターHPより

出典：東京都福祉保健局ヒアリングより

・３事業整備後、通過交通等の排除により渋

滞 の緩和が期待され、八王子市が目指す

広域的な交通利便性のポテンシャルを活

かした交通体系の整備により、地域経済の

活性化を支援。

・当該地域の東西方向の幹線道路は国道20号

のみであり、交通集中による渋滞の発生

（ストップ＆ゴー等）により走行性が悪化、

輸送製品の品質等への影響が懸念。（図6）

出典：ETC2.0プローブデータ (H28.1～H28.12)

図7 医療施設への速達性の向上

出典：H22道路交通センサス混雑時旅行速度及び計画道路は設計速度から算出

注）２事業整備：日野バイパス（延伸）＋八王子南バイパス
注）３事業整備：日野バイパス（延伸）＋八王子南バイパス＋日野バイパス（延伸）Ⅱ期

出典：ETC2.0プローブデータ(H27.4～H28.3)の 平日ピーク時の平均旅行速度から算出

図3 国道20号の混雑時の旅行速度

※.南多摩医療圏：八王子市、日野市、町田市、多摩市、稲城市

地域内外交通
47％

通過交通

26％
地域内交通
27％

出典：H17道路交通センサスの
現況OD調査結果を基に算出

図4  国道20号の現況交通特性

出典：H26工業統計調査

図5 東京都内の付加価値額
・製造品出荷額
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【八王子市交通マスタープラン(H27.3)に位置付け】

出典：精密機械工場企業ヒアリングより

出典：ETC2.0プローブデータ(H27.4～H28.3)の平日ピーク時の平均旅行速度から算出
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B/C EIRR※1 総費用 総便益

6.0

（2.4）

27.6%

（9.6%）

574億円※2

（221億円※2）

3,422億円※2

（541億円※2）

注）上段の値は日野市川辺堀之内～八王子市南浅川町を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率 ※２：基準年（H28年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
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東京都日野市・八王子市域における計画段階評価

３．政策目標

①交通容量の確保による交通渋滞の緩和
②渋滞に起因する交通事故の減少
③救急医療施設への速達性の向上

１.日野市・八王子市域の課題 ２．原因分析

③救急医療施設への速達性

①国道20号の交通渋滞

②国道20号の交通事故

対象区間 国道20号
日野バイパス（延伸）Ⅱ期

国⽴府中
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20
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図1 国道20号の主要渋滞箇所

横山町
郵便局前八幡町

石川入口

大和田町
四丁目

町田街道
入口

73万人
時間/年・km

写真1 国道20号
高倉町付近の状況

出典：H23～H26 交通事故統合データベース
図2 国道20号の死傷事故率

○死傷事故率は東京都平均（110件／億台km）の約３倍近い箇所が多く点在しており、
交通事故の危険性が高い。（図2）

出典：ETC2.0プローブデータ(H28.1～H28.12)

①交通容量不足による渋滞や交通事故が発生
○当該地域に用のない通過交通や地域内を往来する交通が集中し、交通容量不足に

よる渋滞が発生。（図4、図5、図6）
○当該地域は、渋滞に起因する追突事故が多く発生し、全体の約４割を占める。（図7）

出典：H23～H26 交通事故統合データベース

追突事故

約４割

現況 (R20号：八王子市・日野市) (Ｈ17ODベース)

図7 国道20号の事故類型別
事故発生状況

1.35

4.8
万台

混雑度

【凡例】

交通容量

（
台
／
日
）

通過交通
193

（26％）

内々交通
202

（27％）

内外交通
346

（47％）

断面位置

図5 国道20号の利用内訳 出典：H22道路交通センサスから算出

図6 国道20号の交通量と交通容量

事故件数
839件／４年

至

甲
府

至

新
宿

至

新
宿

至 甲府

至 新宿

至

甲
府

○当該地域の国道20号現道では、主要渋滞箇所が連担しており、慢性的な速度低下が発生。
（図1、写真1）

○当該区間は国道20号全線（23区除く）で渋滞損失時間がワースト第1位。
（73万人時間/年・km）

進行方向

進行方向

至

新
宿

至

甲
府

八王子
市街地

日野市

八王子IC

八王子JCT

高尾山IC

八王子西IC

図4 国道20号の時間帯速度分布図
出典：ETC2.0プローブデータ(H27.4～H28.3)の平日ピーク時の平均旅行速度から算出

八王子市 平山工業団地

日野
郵便局南

八幡町

町田街道
入口

多摩平
五丁目

7時台

8時台
9時台

10時台
11時台

12時台
13時台

14時台
15時台

16時台
17時台

18時台

7時台

8時台
9時台

10時台

11時台
12時台

13時台
14時台

15時台

16時台
17時台

18時台

40km/h 以 上

40km/h 以 下

30km/h 以 下

20km/h 以 下

データ欠損

平 均 速 度

出典：ETC2.0プローブデータ(H27.4～H28.3)の平日ピーク時の平均旅行速度から算出

図3 医療施設への速達性の向上

東京医大八王子
医療センター

日野市役所

至

新
宿

至 甲府

圏
央
道

八王子市街地
日野市

八王子IC

八王子JCT

高尾山IC

八王子西IC

八王子市

35分

日野市役所→東京医大八王子
医療センター

現況所要時間

国道20号の渋滞により救急医療施設
への速達性が阻害されている。 (図3)

主要渋滞箇所

東京都平均値
110件／億台キロ

（
件
／
億
台
キ
ロ
）

主要渋滞箇所

至

新
宿

至

甲
府

938

石川
入口

①高倉町

（国立IC入口～高尾山IC入口）

横山町
郵便局前

大和田町
四丁目

主要渋滞箇所

工業地域

事業中区間

対象区間

①高倉町

【凡例】
高速道路
国道
主要地方道
一般都道

国立府中IC

出典：関東地方整備局 首都圏渋滞ボトルネック対策協議会
（国道20号におけるバイパス事業との並行区間を抜粋）
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日野市役所

対応方針(案)：案①による対策が妥当
【計画概要】
• 路 線 名：一般国道２０号
• 区 間：日野市西平山三丁目～八王子市北野町
• 概略延長：1.5km
• 車 線 数：４車線
• 設計速度：60km/h
• 概ねのルート：図1 案①の通り

４．対策案の検討

東京都日野市・八王子市域における計画段階評価

（参考）当該事業の経緯等
都市計画決定等の状況
S36年10月：日3･3･2,八3･3･2 都市計画決定

L=5.3km,W=28m (日野市川辺堀之内～八王子市北野町)

H27年12月：八3･3･2 都市計画変更(一部)

L=0.9km,W=28～60m (八王子市長沼町～八王子市北野町)

地域の要望等
H27年10月：八王子市長・日野市長から国土交通大臣政務官に一般国道20号日野

バイパス(延伸)Ⅱ期の新規事業化に関する要望書を提出

H28年 5月：八王子市長・日野市長から国土交通大臣政務官に一般国道20号日野

バイパス(延伸)Ⅱ期の新規事業化に関する要望書を提出

H28年11月：八王子市長・日野市長から国土交通副大臣、財務副大臣に一般国道

20号日野バイパス(延伸)Ⅱ期の新規事業化に関する要望書を提出

H29年 2月：日野市長から国土交通省道路局長・財務省主計局長に一般国道20号

日野バイパス(延伸)Ⅱ期の新規事業化に関する要望書を提出

精査中 精査中

評 価 軸 【案①】バイパス案 【案②】 現道拡幅案 ※

①交通容量の確保による
交通渋滞の緩和
（指標：混雑度）

○

交通容量確保（バイパス整備）により混雑度は大幅に低下

△

交通容量確保（現道拡幅）により混雑度は低下

混雑度
・国道20号 高倉町 (4車線)【現況】1.35 ⇒【整備後】1.04

混雑度
・国道20号 高倉町 (4車線)【現況】1.35 ⇒【整備後】(6車線) 1.32

②交通容量の確保による
交通事故の減少

（指標：死傷事故率）
○

死傷事故率が軽減し、交通事故が減少
【現況】123件／億台キロ ⇒【整備後】102件／億台キロ（17％減）

○
死傷事故率が軽減し、交通事故が減少

【現況】123件／億台キロ ⇒【整備後】112件／億台キロ（9％減）

③救急医療施設への
速達性の向上

（指標：所要時間）
○

走行速度の向上により救急医療施設への所要時間が短縮
（日野市役所→東京医大八王子医療センター）
【所要時間】【現況】35分 ⇒【整備後】 16分（19分短縮）

○
走行速度の向上により救急医療施設への所要時間が短縮
（日野市役所→東京医大八王子医療センター)
【所要時間】【現況】35分 ⇒【整備後】 22分（13分短縮）

④周辺環境への影響
（指標：支障物件）

○
土地区画整理事業地内と一体整備のため、支障物件は少ない
支障物件数 11軒
（うちマンションや商業施設などの大規模支障物件：3軒）

×
市街地整備であるため、大規模な支障物件が多い
支障物件数 140軒
（うちマンションや商業施設などの大規模支障物件：49軒）

⑤自然環境の改変 ○ 土地区画整理事業地内と一体整備のため、自然の改変は少ない ○ 現道を拡幅するため、自然の改変は少ない

コスト ○ 約３００億円 × 約４２０億円

総合評価 ○ ×

標準断面図

【案①】バイパス整備案

40.0m

28.0m

副道 副道

側道 側道

凡 例

案① バイパス案
案② 現道拡幅案
事故危険個所
主要渋滞箇所

図1 日野市・八王子市における対策案検討

16

20

八王子IC

八王子JCT

高尾山IC

至

新
宿

至

甲
府

八王子西IC

八王子南バイパス L=9.6km

日野バイパス
(延伸)Ⅱ期
L=1.5km日野バイパス（延伸）

L=3.8km

H22.7開通

16

16

20

日3・4・24

18.0m⇒28.0m

（国道16号・20号 ４車線⇒６車線）
22.0m⇒35.0m

高倉町

東京医大八王子
医療センター

案①

案②

【案②】現道拡幅案
（日3･4･24号 ２車線⇒４車線）

※代替案の選定理由：当該付近は土地区画整理事業を行っており、新たな計画ルートを選定することは現実的でないことから、計画ルートと並行する国道20号の現道拡幅を選定
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